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【公開日】平成24年9月6日(2012.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-035
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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月23日(2013.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の演出を行なう演出装置を備え、遊技において特定の条件が成立したときに、遊技
者にとって有利な特定遊技状態に制御される遊技機であって、
　日付または時刻を特定可能とする計時を行なう計時手段と、
　該計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して前記演出装置により実
行させる所定の演出の内容を特定可能な演出情報を記憶する演出内容記憶手段と、
　前記計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して、前記演出内容記憶
手段に記憶された前記演出情報に基づいて前記演出装置により前記所定の演出を実行させ
る計時対応演出実行手段と、
　所定の操作を行なうことが可能な操作手段と、
　前記計時対応演出実行手段により実行させる前記所定の演出の実行条件であって当該演
出を実行する日付または時刻に関する情報および当該演出の種類に関する情報を含む実行
条件を設定するために予め定められた演出設定手順に基づき、前記操作手段により前記所
定の演出の実行条件を設定するための操作が行なわれたことに応じて、前記計時対応演出
実行手段により実行させる前記所定の演出の実行条件を設定する演出設定手段と、
　揮発性の記憶手段であって、前記演出設定手段により設定された前記所定の演出の実行
条件を特定可能な第１の実行条件情報を記憶する第１の実行条件記憶手段と、
　不揮発性の記憶手段であって、予め設定された前記所定の演出の実行条件を特定可能な
第２の実行条件情報を記憶する第２の実行条件記憶手段と、
　前記遊技機への電力供給が停止している場合でも、所定時間は前記計時手段および前記
第１の実行条件記憶手段のそれぞれに動作用の電力を供給する電力供給手段とを含み、
　前記計時対応演出実行手段は、前記第１の実行条件記憶手段に記憶された前記第１の実
行条件情報および前記第２の実行条件記憶手段に記憶された前記第２の実行条件情報のそ
れぞれに基づいて、前記計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して、
前記所定の演出を実行させることを特徴とする、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　（１）　遊技の演出を行なう演出装置（変動表示装置９、装飾ランプ２５等の各種ラン
プ、スピーカ２７）を備え、遊技において特定の条件が成立したとき（変動表示結果が大
当り表示結果となったとき）に、遊技者にとって有利な特定遊技状態（大当り遊技状態）
に制御される遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　日付または時刻を特定可能とする計時を行なう計時手段（図５等のリアルタイムクロッ
ク３５３）と、
　該計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して前記演出装置により実
行させる所定の演出（特別のデモンストレーション表示、オールマイティー図柄を用いた
飾り図柄の変動表示）の内容を特定可能な演出情報（特別のデモ表示、オールマイティー
図柄を用いた飾り図柄の変動表示を実行させるプロセスデータ等のデータ）を記憶する演
出内容記憶手段（ＲＯＭ８４）と、
　前記計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して、前記演出内容記憶
手段に記憶された前記演出情報に基づいて前記演出装置により前記所定の演出を実行させ
る計時対応演出実行手段（図４１のＳ７６０４，Ｓ７６０６～Ｓ７６０９、図４２のＳ７
６６０～Ｓ７６６３、図４５のＳ１８１０～Ｓ１８１２，Ｓ１８１６～Ｓ１８１８，Ｓ１
８２０、図４８のＳ８２５～Ｓ８２８、図５０のＳ１８５１～Ｓ１８５９、図５１のＳ１
８７２）と、
　所定の操作を行なうことが可能な操作手段（操作ボタン１２０、クリアスイッチ９１２
、演出スイッチ３５４）と、
　前記計時対応演出実行手段により実行させる前記所定の演出の実行条件であって当該演
出を実行する日付または時刻に関する情報（ＲＯＭ３５９のゴールデンタイム設定データ
領域に記憶された固定実行条件情報およびバックアップＲＡＭ３５６のゴールデンタイム
設定領域に記憶された設定実行条件情報のそれぞれが、演出を実行する時刻に関する情報
を含む旨開示、ＲＯＭ３５９のオールマイティー図柄設定データ領域に記憶された固定実
行条件情報およびバックアップＲＡＭ３５６のオールマイティー図柄設定領域に記憶され
た設定実行条件情報のそれぞれが、演出を実行する日時を示す情報を含む旨開示）および
当該演出の種類に関する情報（ＲＯＭ３５９のゴールデンタイム設定データ領域に記憶さ
れた固定実行条件情報およびバックアップＲＡＭ３５６のゴールデンタイム設定領域に記
憶された設定実行条件情報のそれぞれが、演出の種類を示す情報を含む旨開示、ＲＯＭ３
５９のオールマイティー図柄設定データ領域に記憶された固定実行条件情報およびバック
アップＲＡＭ３５６のオールマイティー図柄設定領域に記憶された設定実行条件情報のそ
れぞれが、演出の種類を示す情報を含む旨開示）を含む実行条件を設定（データを書換え
ること、および、データを初期化することを含み、実行条件を調整すること）するために
予め定められた演出設定手順（図２７のゴールデンタイム設定手順、オールマイティー図
柄設定手順等、図３０のＳ９２５～Ｓ９２８、図３１のＳ５０１～Ｓ５１４）に基づき、
前記操作手段により前記所定の演出の実行条件を設定するための操作（図２１、図２７の
電源投入時の操作、選択設定操作および設定・終了操作）が行なわれたことに応じて、前
記計時対応演出実行手段により実行させる前記所定の演出の実行条件を設定する演出設定
手段（図３０のＳ９２５～Ｓ９２８、図３１のＳ５０１～Ｓ５１４）と、
　揮発性の記憶手段であって、前記演出設定手段により設定された前記所定の演出の実行
条件を特定可能な第１の実行条件情報（特別のデモンストレーション表示を実行する時刻
として選択された時刻の情報等の設定実行条件情報）を記憶する（図７（ｂ）のゴールデ
ンタイム設定領域に記憶する、図７（ｂ）のオールマイティー図柄設定領域に記憶する）
第１の実行条件記憶手段（バックアップＲＡＭ３５６）と、
　不揮発性の記憶手段であって、予め設定された前記所定の演出の実行条件を特定可能な
第２の実行条件情報（必ず特別のデモンストレーション表示を実行する時刻として設定さ
れた時刻の情報、必ずオールマイティー図柄を用いた飾り図柄の変動表示を実行する日と
して設定された日の情報等の固定実行条件情報）を記憶する（図７（ａ）のゴールデンタ
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イム設定データ領域に記憶する、図７（ａ）のオールマイティー図柄設定データ領域に記
憶する）第２の実行条件記憶手段（ＲＯＭ３５９）と、
　前記遊技機への電力供給が停止している場合でも、所定時間は前記計時手段および前記
第１の実行条件記憶手段のそれぞれに動作用の電力を供給する電力供給手段（バックアッ
プ電源回路３５５）とを含み、
　前記計時対応演出実行手段は、前記第１の実行条件記憶手段に記憶された前記第１の実
行条件情報および前記第２の実行条件記憶手段に記憶された前記第２の実行条件情報のそ
れぞれに基づいて、前記計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応して、
前記所定の演出を実行させる（図４１のＳ７６０４，Ｓ７６０６～Ｓ７６０９、図４２の
Ｓ７６６０～Ｓ７６６３、図４５のＳ１８１０～Ｓ１８１２，Ｓ１８１６～Ｓ１８１８，
Ｓ１８２０、図４８のＳ８２５～Ｓ８２８、図５０のＳ１８５１～Ｓ１８５９、図５１の
Ｓ１８７２）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、たとえば、遊技機への電力供給が停止している場合に電力供
給手段から供給される動作用の電力が停止したことにより第１の実行条件情報が消滅した
こと、および、人為的な理由により第１の実行条件情報が消滅したこと等により、第１の
実行条件記憶手段に記憶されている第１の実行条件情報が消滅しても、予め定められた第
２の実行条件情報が不揮発性の記憶手段に記憶されているので、当該第２の実行条件情報
に基づいて、計時手段の計時値により特定される日付または時刻に対応した所定の演出を
実行させることができるようになる。また、所定の演出の実行条件が、当該演出を実行す
る日付または時刻に関する情報を含むので、演出を実行する日付または時刻に関する情報
に基づいて、所定の演出を実行させることができる。さらに所定の演出の実行条件が、当
該演出の種類に関する情報を含むので、演出の種類に関する情報に基づいて、所定の演出
を実行させることができる。
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